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令
和
三
年
十
二
月
十
六
日

第
十
五
号

ま

め

び

と

岩
國
白
蛇
神
社
崇
敬
会
会
報

◎
今
年
度
に
斎
行
さ
れ
た
祭
典
・
行
事

【
月
次
祭
】
四
月
～
十
月(
月
二
回

）

※
参
列
者
の
延
べ
人
数
は
一
六
八
名
で
し
た
。

【
四
月
】
令
和
三
年
度

昭
和
祭(

二
十
九
日
、
六
名
）
・
神
社
会
計
監

査
（
二
十
二
日
）

【
五
月
】

第
十
一
回
総
代
会
（
十
五
日
、
十
二
名

）

【
六
月
】

崇
敬
会
会
計
監
査
（
二
十
二
日
）

夏
越
し
大
祓(

三
十
日
、
十
六
名
）

【
七
月
】

白
蛇
神
社
崇
敬
会
役
員
会(

十
七
日
、
八
名
）

【
八
月
】

大
掃
除(

八
日
）
・
白
蛇
供
養
祭(

十
六
日
）

※
保
存
会
主
催

【
十
月
】

マ
ウ
ス
供
養
祭(

九
日
）
※
保
存
会
主
催

神
宮
神
嘗
奉
祝
祭
（
十
七
日
、
四
名
）

【
十
一
月
】

明
治
祭
（
三
日
、
十
二
名
）
・
新
嘗
祭

（
二
十
三
日
）

【
十
二
月
】

大
掃
除(

十
二
日
）･

例
祭(

十
六
日
）

年
越
大
祓(

三
十
一
日
）

【
一
月
】
※
予
定

歳
旦
祭
（
一
日
）
・
元
始
祭
（
三
日
）

【
二
月
】
※
予
定

節
分
祭
（
三
日
）
・
紀
元
節
祭
（
十
一
日
）

祈
年
祭
（
十
七
日
）

天
長
節
祭
（
二
十
三
日
）

【
御
鎮
座
十
年
祭
に
つ
い
て
】

平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
六
日
の
御
鎮
座
大
祭

か
ら
十
年
目
を
迎
へ
る
今
年
は
、
大
き
な
節
目
の

例
祭
と
な
り
ま
す
。
昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
中
で
あ
り
、

「
天
井
画
奉
納
奉
告
祭
」
を
併
せ
て
斎
行
し
た
こ

と
も
あ
り
、
参
列
者
数
を
制
限
し
午
後
三
時
か
ら

で
し
た
が
、
本
年
の
十
年
祭
は
例
年
通
り
の
午
前

十
時
か
ら
の
祭
典
と
な
り
ま
す
。

尚
、
当
日
の

準
備
の
都
合
に

よ
り
、
御
案
内

を
一
カ
月
前
に

総
代
・
崇
敬
者

の
方
々
に
送
付

し
ま
す
の
で
、

同
封
の
葉
書
に

て
出
欠
の
御
返

信
を
お
願
ひ
致

し
ま
す
。

《
上
の
写
真
は
昨

年
の
例
祭
》

※
予
定

◎
来
年
度
（
令
和
四
年
度
）

【
四
月
】

昭
和
祭
（
二
十
九
日
）
・
総
代
会
（
未
定
）

【
五
月
】

端
午
の
節
句
祭
（
五
日
）
・
今
津
山
手
し
ろ

へ
び
祭
（
十
五
日
）

【
六
月
】

夏
越
の
大
祓
（
三
十
日
）

【
七
月
】

七
夕
祭
・
崇
敬
会
役
員
会
（
未
定
）

【
八
月
】

大
掃
除
（
十
四
日
）

白
蛇
供
養
祭
（
十
六
日
）

【
十
月
】

マ
ウ
ス
供
養
祭
（
十
日
）
・
神
宮
神
嘗
奉

祝
祭
（
十
七
日
）

【
十
一
月
】

明
治
祭
（
三
日
）
・
新
嘗
祭
（
二
十
三
日
）

【
十
二
月
】

大
掃
除
（
十
一
日
）
・
例
祭
（
十
六
日
）
・
年

越
大
祓
（
三
十
一
日
）

【
一
月
】

歳
旦
祭
（
一
日
）
・
元
始
祭
（
三
日
）

【
二
月
】

節
分
祭
（
三
日
）
・
紀
元
節
祭
（
十
一
日
）
・

祈
年
祭
（
十
七
日
）
天
長
節
祭
（
二
十
三
日
）

【
三
月
】

雛
祭
（
三
日
）
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■

令
和
四
年
の
月
次
祭

（
月
二
回
巳
の
日
、
九
時
半
よ
り
）

【

一
月
】

十
六
日
（
日
）
・
二
十
八
日
（
金
）

【

二
月
】

九
日
（
水
）
・
二
十
一
日
（
月
）

【

三
月
】

五
日
（
土
）
・
二
十
九
日
（
火
）

【

四
月
】

十
日
（
日
）
・
二
十
二
日
（
金
）

【

五
月
】

十
六
日
（
月
）
・
二
十
八
日
（
土
）

【

六
月
】

九
日
（
木
）
・
二
十
一
日
（
火
）

【

七
月
】

三
日
（
日
）
・
二
十
七
日
（
水
）

【

八
月
】

八
日
（
月
）
・
二
十
日
（
土
）

【

九
月
】

一
日
（
木
）
・
二
十
五
日
（
日
）

【

十
月
】

七
日
（
金
）
・
三
十
一
日
（
月
）

【
十
一
月
】

十
二
日
（
土
）
・
二
十
四
日
（
木
）

【
十
二
月
】

六
日
（
火
）
・
三
十
日
（
金
）

※

一
月
と
五
月
の
月
次
祭
は
、
月
初
め
の
巳
の
日

で
は
な
い
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

令
和
四
年
厄
年
表
（
数
へ
年
）

【
男
性
】

二
十
五
歳
（
平
成
十
年
生
）

本
厄

四
十
二
歳
（
昭
和
五
十
六
年
生
）

六
十
一
歳
（
昭
和
三
十
七
年
生
）

【
女
性
】

十
九
歳
（
平
成
十
六
年
生
）

本
厄

三
十
三
歳
（
平
成
二
年
生
）

三
十
七
歳
（
昭
和
六
十
一
年
生
）

当
神
社
で
の
厄
祓
祈
願
を
希
望
さ
れ
る
方
は

事
前
に
御
予
約
を
お
願
ひ
致
し
ま
す
。

祈
願
さ
れ
た
方
に
は
、

祈
祷
し
た
木
札
と
御
守･

撤
饌
等
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

【
崇
敬
会
会
員
継
続
の
お
願
ひ
】

来
年
度
（
令
和
四
年
度
）
の
会
員
継
続
の

方
の
た
め
に
払
込
取
扱
票
を
同
封
し
ま
し
た

の
で
、
宜
し
く
お
願
ひ
致
し
ま
す
。

な
お
、
会
費
の
納
入
に
つ
い
て
は
、
社
務

所
で
も
承
つ
て
を
り
ま
す
。

［
新
し
い
御
札
を
お
祀
り
し
ま
せ
う
］

新
年
を
迎
へ
る
に
あ
た
り
、
神
棚
を
清
め
、

新
た
に
受
け
ら
れ
た
御
札
を
お
祀
り
し
ま

す
。
新
し
い
御
札
に
は
、
こ
の
一
年
を
お
守

り
い
た
だ
く
御
神
霊
の
力
が
宿
さ
れ
て
ゐ
ま

す
。お

伊
勢
さ
ま
の
御
札
（
神
宮
大
麻
）
を
受

け
ら
れ
る
方
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

今
ま
で
お
祀
り
し
て
ゐ
た
御
札
は
、
過
ぎ

し
一
年
が
無
事
に
過
ご
せ
た
こ
と
に
感
謝
し

神
社
に
納
め
ま
す
。

社
務
所
に
は
一
月
九

日
ま
で
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
お
焚
き
あ
げ

し
ま
す
。

上
の
神
宮
大
麻
と
当

神
社
の
お
札
を
一
緒
に

受
け
ら
れ
た
方
に
は
、

伊
勢
名
物
の
「
御
神
酒

飴
」
（
甘
酒
味
）
を
授

与
し
ま
す
。

御
神
酒
飴

【
令
和
三
年
度
崇
敬
会
役
員
会
】

七
月
十
七
日
（
土
）

六
月
二
十
二
日
崇
敬
会
の
監
事
で
あ
る
中
村
洋
子

さ
ん
と
二
宮
奈
緒
美
さ
ん
に
令
和
二
年
度
の
崇
敬
会

の
会
計
監
査
を
お
願
ひ
し
ま
し
た
。
出
納
簿
・
関
係

諸
帳
簿
・
領
収
書
・
預
金
通
帳
等
の
監
査
を
し
て
頂

き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
い
づ
れ
も
誤
り
の
な
い
こ

と
を
確
認
し
、
七
月
十
七
日
の
役
員
会
に
て
報
告
し

て
貰
ひ
ま
し
た
。

尚
、
差
引
残
高
六
十
六
万
二
千
十
八
円
に
つ
い
て
は
、

三
年
度
に
繰
越
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
度
の
事
業
と
し
て
、
本
殿
・
西
側
標

柱
・
御
神
木
へ
の
注
連
縄
を
寄
進
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
十
二
月
十
六
日
ま
で
に
は
設
置
す
る

計
画
で
す
。

ま
た
、
御
承
知
の
や
う
に
「
御
鎮
座
十
年
記
念
事

業
」
と
し
て
、
社
号
標
建
立
基
金
を
会
員
の
方
々
か

ら
募
集
す
る
こ
と
も
決
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
基
金

へ
の
会
員
各
位
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
募
金
も
目
標
額
に

達
し
、
今
年
中
に
は
建
立
さ
れ
ま
す
。

〔令和2年度崇敬会収支決算書〕
《歳入》・振替入金額 ￥ 626,000

・預金入金額 ￥ 265,000
・前年度繰越 ￥ 342,614

合 計 ￥ 1,233,614
《歳出》・振替手数料 ￥ 27,250

・郵送関係費 ￥ 50,859
・会議費 ￥ 15,167
・会報等印刷費 ￥ 30,820
・境内地整備費 ￥ 129,690
・神社への奉納 ￥ 200,000
・入会記念品代 ￥ 50,655
・諸雑費 ￥ 67,155

合 計 ￥ 571,596
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【
「
神
社
本
庁
史
稿
」
解
説
】
（
十
）

《
元
号
法
制
化
の
実
現
》

①
五
十
万
人
署
名
運
動
の
開
始

昭
和
五
十
年
代
に
入
る
と
天
皇
陛
下
御
在

位
五
十
年
奉
祝
運
動
の
一
つ
と
し
て
元
号
法

制
化
の
運
動
が
開
始
さ
れ
、
全
国
氏
子
青
年

協
議
会
を
は
じ
め
神
社
本
庁
六
指
定
団
体
が

統
一
運
動
と
し
て
元
号
法
制
化
を
目
指
す
五

十
万
人
署
名
活
動
が
始
ま
つ
た
。

②
元
号
法
制
化
実
現
国
民
会
議
の
結
成

紀
元
節
復
活
運
動
を
き
つ
か
け
に
昭
和
四

十
四
年
に
結
成
さ
れ
た
神
道
政
治
連
盟
と
、

一
部
の
自
由
民
主
党
を
中
心
と
し
た
神
政
連

国
会
議
員
懇
談
会
が
連
携
し
て
時
の
政
府
を

追
及
・
鞭
撻
し
た
努
力
に
よ
り
「
元
号
法
制

化
実
現
国
民
会
議
」
が
結
成
さ
れ
、
ま
た
、

地
方
に
お
い
て
も
県
民
会
議
が
作
ら
れ
、
昭

和
五
十
三
年
十
二
月
に
は
法
制
化
を
政
府
提

案
す
る
ま
で
に
持
ち
込
ん
だ
。

③
昭
和
五
十
四
年
六
月
十
二
日
公
布
施
行

自
民
党･

民
社
党･

新
自
由
ク
ラ
ブ
三
党
が

政
府
案
に
賛
成
、
国
民
会
議
の
キ
ャ
ラ
バ
ン

隊
な
ど
の
活
躍
も
あ
り
、
昭
和
五
十
四
年
、

社
会
党･

共
産
党
の
激
し
い
抵
抗
を
排
除
し
な

が
ら
法
案
は
国
会
に
お
い
て
優
先
審
議
さ
れ
、

つ
い
に
六
月
六
日
の
参
議
院
本
会
議
に
お
い

て
可
決
さ
れ
た
。

《
続
く
》

【
社
号
標
建
立
基
金
奉
納
者
一
覧
】

（
敬
称
略
）

守
川
広
昭
・
藏
重
博
巳
・
木
村
優

子

藏
重
秀
子

・
井
勝
史
朗

・
幸
田
禎
浩

村
田
雅
子

・
斎
藤
政
則
・
猫
本
宏
司

山
田
興
亜

・

米
屋
利
彦

・
大
黒
英
子

森
橋
新
一
郎

・
森
橋
重
元

・
加
藤
木
千
恵

香
川
哲
範
・
中
川
日
出
男
・
中
川
敏
子

大
島
雅
章
・
室
田
浩

・

藏
重
昂
之

（
株
）
ア
ー
ト
ウ
ェ
ー
ブ

・
尾
下
隆
史
・

（
株
）
カ
ネ
ト
モ
・
河
崎
美
須
子
・
宮
坂
興
司

片
山
義
規
・
林
野
弘
子
・

八
木
主
計

中
道
崇
志
・

末
川
等

・
緒
方
守
・
中
本
敏
行

中
本
友
子

・

三
国
修
三
・
森
橋
秀
夫

善
本
敏
雄

・

竹
田
敏
彦
・
吉
田
洋

中
村
裕
行

・
末
川
欣
司
・

平
田
光
寛

岡
本
工
業(

株)

・
エ
ビ
ス
ヤ
電
器
・
小
林
允

小
林
美
智
代
・
今
津
山
手
商
工
連

盟

玉
城
政
暢

・
榎
本
幸
子

・
立
木
一
豪

小
西
一
成
・
三
平
雅
宣
・
藤
本
奈
緒

國
沢
和
孝

・
末
川
房
子
・
村
岡
敏
夫

平
山
隆
男

・
中
村
洋
子

・

末
川
洋
子

末
川
貴
一
郎

・

末
川
萌
音

・

末
川
沙
希

平
田

京

・
内
山
咲
子

・

伊
達
明
彦

山
本
尚
子

・
大
倉
栄
治

・
髙
橋
文
子

松
本
健
吾

・

澄
川
輝
太
朗

・
赤
堀
政
幸

村
上
隆
彦
・
村
上
泰
弘
・
村
上
尚
代

廣
瀬
義
弘
・

横
川
み
ど
り

・
中
芝
輝
久

河
崎
運
輸
機
工(

株)

・
中
川
節
美

福
永
公
治

・
藤
本
麻
利
子
・
森
橋
宏
之

岩
国
自
動
車
関
係
業
者
協
同
組
合

山
下
雅
史

・
松
村
與
志
弘

・
栗
栖
康
輔

三
好
望
美

・
髙
橋
秀
平

・
商
工
会
議
所

村
田
光
洋

・
藤
本
明
子

・
小
谷
勝
昭

小
谷
恵
子

・
小
谷
淳
治

・
西
山
典
子

藤
本
久
美
子

・
新
川
松
三

・
香
川
俊
文

(

株)
K

RC

岩
国
支

社

・
川
戸
謙
一

松
島
靖
昭

・
岩
井
克
公

・
荒
川
五
郎

玉
元
啓
夫
・

岡
﨑
光
次

・
堂
山
圭
介

向
井
勝
則･

向
井
由
美
子

・
成
塚
弘
美

村
田
成
行

・
北
岡
博
士
・
東
川
純
一

村
田
由
紀
子

・
柏
木
理
恵
子

・

岡
嵜
義
一

明
石
幸
恵

・
品
川
充
洋

・
末
廣
嵩
史

藤
伊
宅
水

・
栗
栖
晃
子
・

田
中
み
づ
ほ

田
中
大
介

・
八
百
新
酒
造(

株)

森
橋
律
夫
い
と
こ
会

・
河
崎
美
須
子

山
本
隆
祥
・
三
谷
信
子

・

森
橋
秀
夫

森
橋
重
元

・
村
上
昭
博
・
中
川
隆
裕

佐
伯
美
保

・
カ
ー
や
よ
い
・

加
藤
壽
子

林
隆
宏

・
濱
田
久
男
・

濱
田
容
子

野
村
英
子
・

穐
本
恵
一
・
清
原
一
成

金
友
有
里
子
・
山
科
健
治

・
川
越
博
之

松
下
千
華

・
川
内
保
幸
・
弘
中
浄
月

藤
中
節
子
・
菊
池
典
子

〔
順
不
同
〕

［
令
和
三
年
十
一
月
八
日
現
在
］

※

鎮
座
十
年
祭
記
念
事
業
と
し
て
行
は
れ
た

「
社
号
標
建
立
基
金
」
へ

応
募
さ
れ
た
右
記
の
方
々

へ
の
お
礼
状
等
は
十
二
月

末
に
発
送
致
し
ま
す
。

有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。

岩國白蛇神社崇敬会会報 令和３年 12 月 16 日 第 15 号 https://www.shirohebijinja.com



- 4 -

カ
レ
ン
ダ
ー
を
頒
布
し
て
ゐ
ま
す

○

皇
室
カ
レ
ン
ダ
ー
［
皇
室
御
一
家
］

１
０
０
０
円

○

お
伊
勢
さ
ま
カ
レ
ン
ダ
ー
（
奉
賛
こ
よ
み
）

７
０
０
円

○

靖
国
神
社
カ
レ
ン
ダ
ー

（
英
霊
に
こ
た
え
る
会
）

５
０
０
円

※

数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

実

際

の

白

蛇

孵

化

の

写
真

《
白
蛇
に
つ
い
て
の
創
作
民
話
》
紹
介
（
Ⅱ
）

『
ー
実
録
ー
岩
国
白
蛇
物
語
』

金
田

惺

作

昔
、
む
か
し
と
い
っ
て
も
、
今
か
ら
二
百
八
十
年

ば
か
り
前
の
こ
と
で
す
。
現
在
の
美
和
町
、
栗
で
有

名
な
「
岸
根
村
・
固
屋
垣
内
」
と
い
う
山
奥
に
、
七

軒
の
百
姓
が
一
つ
の
部
落
を
組
ん
で
お
り
ま
し
た
。

そ
の
中
の
一
番
上
の
家
が
太
作
じ
い
さ
ん
と
ツ
ネ
ば

あ
さ
ん
の
家
で
、
少
々
雨
も
り
の
す
る
茅
葺
屋
根
の

小
屋
裏
に
生
ま
れ
た
卵
の
中
で
「
白
蛇
・
浩
蛇
」
は

五
十
五
日
が
過
ぎ
て
、
卵
の
中
が
き
ゅ
う
く
つ
に
な

り
「
卵
歯
」
と
い
う
歯
も
生
え
て
き
ま
し
た
の
で
、

孵
化
す
る
決
意
を
し
ま
し
た
。

蛇
の
誕
生
と
は
、
鳥
の
よ
う
に
殻
を
割
れ
ば
よ
い

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
蛇
の
卵
は
蚕
の
「
ま
ゆ
」
の

よ
う
に
軟
ら
か
い
の
で
、
切
り
裂
い
て
出
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
卵
歯
の
出
番
で
す
。
上
顎

に
生
え
た
一
本
の
卵
歯
で
、
一
生
懸
命
二
切
る
こ
と

五
時
間
、
よ
う
や
く
頭
の
大
き
さ
の
穴
と
な
り
ま
し

た
。
頭
が
出
れ
ば
長
い
体
は
難
な
く
出
ら
れ
ま
す
。

役
目
を
終
え
た
歯
は
、
ぽ
ろ
り
と
抜
け
落
ち
ま
し
た
。

こ
う
し
て
「
人
蛇
共
同
社
会
」
へ
、
こ
ん
に
ち
は
を

し
た
の
で
す
。
体
長
は
三
十
セ
ン
チ
ほ
ど
で
し
た
。

卵
の
中
に
養
分
が
充
分
あ
り
ま
し
た
の
で
、
一
カ
月

間
は
何
も
食
べ
な
く
て
も
腹
は
す
き
ま
せ
ん
。

浩
蛇
が
孵
化
し
た
隣
に
は
、
二
つ
の
卵
の
殻
が
あ

り
ま
し
た
。
ツ
ネ
ば
あ
さ
ん
の
話
に
よ
る
と
、
先
に

孵
化
し
た
の
は
雌
で
、
次
が
雄
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

姉
は
蛙
や
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
の
い
る
上
の
藪
に
、
兄

は
川
向
か
い
の
家
に
向
か
っ
た
そ
う
で
す
。
し
た
が

っ
て
浩
蛇
は
三
姉
弟
の
「
お
と
ん
べ
え
」
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
蛇
族
は
親
子
兄
弟
が
分
か
り
ま
せ

ん
。
母
は
卵
を
産
み
ま
す
が
、
温
め
る
で
も
な
く
、

乳
を
く
れ
る
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
卵
を
産
ん
で

六
十
日
も
す
れ
ば
、
ど
こ
に
産
ん
だ
か
も
忘
れ
ま
す
。

［
完
］

【
社
報
で
推
薦
し
た
図
書
一
覧
】

令
和
三
年
七
月
号
～
令
和
三
年
十
二
月
号

○

『
こ
の
国
の
希
望
の
か
た
ち
』

～
新
日
本
文
明
の
可
能
性
～

一
五
四
〇
円

伊
勢
雅
臣
著
、
グ
ッ
ド
ブ
ッ
ク
ス

○

『
赤
い
日
本
』

九
六
八
円

櫻
井
よ
し
こ
著

産
経
新
聞
出
版

○

『
日
本
が
も
っ
と
好
き
に
な
る
神
道
と

仏
教
の
話
』

六
二
〇
円
（
＋
税
）

竹
田
恒
泰
・
塩
沼
亮
潤
著
、
Ｐ
Ｈ
Ｐ
文
庫

○

『
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
を
見
破
る

武
器
と
し
て
の
理
系
思
考
』

一
四
〇
〇
円
＋
税

武
田
邦
彦
著
、
ビ
ジ
ネ
ス
社

○

『
誰
が
あ
な
た
を
護
る
の
か

ー
不
安
の
時
代
の

皇

』

す
め
ら
ぎ

扶
桑
社
、
一
七
六
〇
円

原
作
・
青
山
繁
晴
、
監
修
・
新
田
均

作
画
・
ヒ
ロ
カ
ネ
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

○

『
國
憂
ヘ
テ
已
マ
ズ
』

一
六
〇
〇
円
＋
税

小
川
榮
太
郞
著
、
青
林
堂

○

『
な
ぜ
女
系
天
皇
で
日
本
が
滅
ぶ
の
か
』

一
六
五
〇
円

門
田
隆
将
・
竹
田
恒
泰

著
、
ビ
ジ
ネ
ス
社

○
『
神
道
の
逆
襲
』

八
八
〇
円
＋
税

菅
野
覚
明
著
、
講
談
社
現
代
新
書

○

『
イ
ス
ラ
ム
教
再
考
』

八
八
〇
円
＋
税

ー
十
八
億
人
が
信
仰
す
る
世
界
宗
教
の
実
相
ー

飯
山
陽
著
、
扶
桑
社
新
書

こ
の
十
二
月
十
六
日
の
例
祭
（
十
年
祭
）

の
御
案
内
と
出
欠
の
葉
書
を
同
封
し
ま
し

た
の
で
、
宜
し
く
お
願
ひ
申
し
あ
げ
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
来
る
令
和
四
年
が
良

き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
御
祈
念
申
し
あ
げ

ま
す
。
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